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新年のご挨拶 
新年明けましておめでとうございます。

令和６年の年頭にあたり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。市民の皆様におかれましては平素より消防団活動

に多大なご理解とご支援を賜り、深く感謝申し上げます。またあわら消防団員の皆様には、災害対応の最前線でご尽

力をいただき、重ねて感謝を申し上げます。 

昨年を振り返りますと、幸いにも当管内では死傷者を伴う自然災害は発生しておりませんが、全国的には地震や台

風、記録的豪雨等の自然災害が猛威をふるい多数の方々が犠牲となりました。このように災害が激甚化、頻発化する

中、地域防災の中核とされる我々消防団の役割は、非常に大きなものになっていると感じております。 

本年も団員一丸となり【自分達の街は自分達で守る】という郷土愛の精神に基づき市民の皆様の生命・身体・財産

を守るため、日頃からの訓練を積み重ね、防火防災活動に取り組んでまいります。 

結びに、引続き消防団に対するご支援とご協力を賜りますようお願いし、新年のご挨拶とさせていただきます。 
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嶺北消防組合ホームページ           嶺北消防組合公式 YouTube チャンネル 

http://www.reihoku-fd.jp/             This is Reihoku shobodan 消防団に入ろう！ 

第８分団は金津地区を管轄し、現在 

２２名の団員で活動しています。 

金津地区はあわら市内で最も世帯数・

人口が多い市街地です。また、今年の３

月には北陸新幹線【芦原温泉駅】の開業

を備え、県内外の来訪者はもとより地元

住民を災害から守るという使命のもと、

団員一丸となって頑張っていきます。 

私はあわら市在住で、県内の大学３年生です。 

私が消防団に入ろうと思ったきっかけは、成人式で

配布された【消防団員募集】の案内を見た事です。

以前から自分が生まれ育った地域に何か貢献できるこ

とはないかと考え、一歩を踏み出してみることで自分

の世界と可能性が広がると思ったからです。 

実際に活動していく中で、様々な知識が身に付き、

自分自身が成長していることを実感しています。 

まだまだ男性色が濃い環境ではありますが、女性目

線での考えや、学生の若い活気が求められています。 

 そんな消防団に皆さんも参加してみてください！ 
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